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子どもたちは、１日のうちの３分の２は、学校ではなく自宅等で過ごします。

南海トラフ地震の発生は、時と場所を選ばないため、子どもたちが在宅時に災害

に遭う確率は高いといえます。

高知県の防災教育の目標には、「自分を守りきる力（助かるための力）の育成」

を設定し、「いつどこにいても、一人でいる時でも、自ら危険を回避し、生き抜

くために必要な知識や行動力、そして精神力」を子どもたちに身に付けさせたい

力として掲げています。

各特別支援学校（学級）では、児童生徒の実態に応じて、「自宅からの避難場

所及び避難経路の確認」や「家庭での防災対策（備え）」「避難場所での過ごし方」

などについて、児童生徒が保護者と共に確認し、避難行動や防災対策を考える取

組を行っていただいているところです。

各自治体でも、災害対策基本法に基づき、災害時における避難行動要支援者へ

の避難支援が十分に行われるよう、「個別の避難計画」の作成が進められていま

す。「個別の避難計画」には、対象者が災害時に必要としている支援内容や、自

宅からの避難場所及び避難経路等を記入するようになっており、在宅時におけ

る発災時の適切な避難行動につなげることをねらいとしています。

そこで、学校の防災教育の学習内容を家庭と共有し、各家庭が「個別の避難計

画」を作成する際にこれらの情報を活用することにより、家庭の防災意識の向上

や防災対策が進むことが期待されます。特に、自治体や地域の支援者と「個別の

避難計画」の記載内容を共有することにより、特別支援学校（学級）に通う児童

生徒の障害特性等を理解していただき、在宅時からの避難行動について適切な

支援が受けられることも考えられます。このことは、発災時の安否確認や日頃か

らの関係づくりにもつながります。

この事例集では、防災教育の学びを「個別の避難計画」に結び付ける内容や家

庭への啓発方法等について、県内外の実践事例を紹介しています。

各特別支援学校（学級）においては、この事例集をヒントとし、児童生徒が在

宅時において災害が発生した時にも自分の命を守ることができるよう、家庭と

連携した防災教育の一層の展開をお願いします。

はじめに
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（フロー図）

防災教育の学びを、「個別の避難計画」に



〇「家庭連絡票」の内容の確認
　・自宅からの避難場所、避難経路
　・通学路からの避難場所
〇「個別の教育支援計画」への記入
　・外部機関の支援の内容記載→「個別の
　　避難計画」作成の有無、避難場所、支　
　　援者、医療機関等の情報
〇防災の授業・避難訓練
　・災害で起こること
　・避難行動の大切さ
　・いつ、どこにいても、１人でいても、
　　自分で命を守る行動を
　　（学校にいる時、校外活動中、
　　 登下校中、在宅時）

在宅時における発災時の適切な避難行動を！（防災教育の学びを「個別の避難計画」に）

　「個別の避難計画」は、災害時における避難行動要支援者への避難支援
が十分に行われるよう、対象者が災害時に必要としていることや避難場所
等をまとめたものです。

　災害対策基本法に基づき、市町村が対象者を支援しながら計画の作成を
促し、適切な避難行動に結び付けることを目的としています。

特別支援学校（学級）
における 防災教育

自宅所在の市町村・地域

家庭での 防災

地域の支援者による支援

在宅時において

災害が発生した時に

児童生徒が自分の

命を守れるように

＜「個別の避難計画」に記載する主な事項＞　
　・身体の状況など、支援が必要な理由
　・避難の時に自分ができること
　・支援してほしい内容
　・避難場所／避難経路
　・避難の時に持っていくもの
　・避難の手助けをする方　　等

〇学校での防災教育の内容の理解
〇家庭連絡票への記入
　・自宅からの避難場所、避難経路
・通学路からの避難場所
〇日頃からの備え（家族で話し合う）
　・避難場所・避難経路の確認
　・非常持ち出し品、備蓄品の準備
　・家具の固定等の防災対策
〇地域の避難訓練への参加
　・自助、共助の経験（自分でできるこ　
　 と、支援をお願いすることの確認）
　・「ヘルプカード」の活用

〇「家庭連絡票」の記入枠の設定
　・自宅からの避難場所・避難経路等
〇防災参観日の設定
　・親子合同避難訓練、学習会　
〇防災教育の情報発信
　・防災だよりの発行
　・連絡帳によるお知らせ
　・学級懇談会での話題
〇家庭と連携した防災の授業
　「自宅で１人でいる時に地震にあったらどうする？ 」 
　・家族への防災対策の聞き取り　
　・学習したことを、家族防災会議（話し合い）で共有
〇「ヘルプカード」携帯の提案

自主的で適切な避難行動

安否確認

「個別の避難計画」とは

日ごろからの関係づくり

「個別の避難計画」の作成

連携

　「避難場所の確認」「避難経路の確認」「家庭での防災対策（備え）」については、在宅
時に被災したときに、子どもたちが命を守る鍵となる大切な内容です。これらの内容を
防災教育に取り入れ、家庭と共有することができれば、家庭が「個別の避難計画」を作
成する際に活用することができます。こうしてできた「個別の避難計画」は、市町村や地
域の支援も加わり、避難行動要支援者の自主的で適切な避難行動につながります。
　この流れは、子どもたちが自分の命を守ることにつながる大変重要な取組です。

家庭への啓発
（アプローチ）



「個別の避難計画」について

＜ポイント＞

★「個別の避難計画」とは、

どのようなものでしょうか。



事 例

高 知 市

（ホームページより抜粋）

※各市町村によって、取組や様式は異なります。
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□　薬，お薬手帳 □　補聴器 □　入れ歯

□　杖 □　車いす □　シルバーカー

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

フ リ ガ ナ コウチ　リョウマ

高知　竜馬 長男

コウチ　ハナコ

高知　花子 長女

本人との
関係

氏　　　名

(団体名及び代表者でも可）

住 所 ・ 所 在

住 所 高知市△△町×丁目〇〇－〇〇

連 絡 先 ×××－××××－××××

緊急時の連絡先②

氏　　　名

(団体名及び代表者でも可）

住 所 ・ 所 在 高知市●●×丁目△△△

連 絡 先 △△△－△△△△

　　　●●自主防災組織　会長　防災　一郎

フ リ ガ ナ ●●ジシュボウサイソシキ　カイチョウ　ボウサイイチロウ

フ リ ガ ナ
本人との
関係氏 名

住 所

連 絡 先 △△△－△△△△－△△△△

氏 名 高知　太郎 生年月日
（年齢）

1942年　１月　１日生
フ リ ガ ナ ｺｳﾁ　ﾀﾛｳ

住 所 高知市〇〇×丁目△－△△

有　（　1人） 無 家族構成など 夫婦２人

電話（FAX）

メールアドレス

自宅　×××－××××　　携帯　〇〇〇－〇〇〇〇－〇〇○○　FAX

同居人の有無

※情報を提供することについて同意を得た上で，記入してください。
緊急時の連絡先①

電話：088－×××－△△△△

電話：

（　　78　歳）

備考

備考

備考

高知市△△町〇丁目×－×　〇〇マンション

□　メガネ

定期的に利用
している医療
機関や介護・
障害福祉事業
所 の 連 絡 先

避難の手助けをする方（避難支援等実施者）②

居宅〇〇ケア（担当：渡辺）

△△病院（担当：鈴木）

連 絡 先

避難の時に持っていくもの

電話：088－〇〇〇－△△△△

年　　月　　日作成

避難の手助けをする方（避難支援等実施者）①

フ リ ガ ナ

氏 名

abcdefg@mail.com

男性　　　別
個別避難計画

ケアマネジャーさんや
相談員さんの名前を
ご記入ください。

普段利用されている
介護関係の事業所・
病院等がある場合は
ご記入ください。

3

避難するときに支援
をしてくれる方をご
記入ください。（団体
でも構いません。）

2

あらかじめ記載がありますが，
連絡先の記載がない場合は
ご記入ください。

1

裏面もご記入ください

記入例



□　要介護・要支援の認定を受けている □　自力で避難場所まで行く

【要介護状態区分：　　　　　　　　　　　】 □　玄関まで出ていく

□　障害者手帳（身体・療育・精神）を所持している □　その他

【障害名：　　　　　　　　等級：　　　】 （ ）

□　難病の特定医療費等の支給を受けている

□　医療機器の装着や使用等をしている

【　□人工呼吸器　　□酸素　　□透析　】

□　一人で立つことや歩くことができない

□　音が聞こえない（聞こえにくい）

□　物が見えない（見えにくい）

□　危険なことを判断できない（できにくい）

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　）

（地震の場合）

（風水害の場合）

　身体の状況など支援が必要な理由 避難の時に自分でできること

その他（支援してほしい内容など）

・耳が遠いので、災害時は窓をたたい
　て知らせてほしい
・今は玄関まで出ていけそうだが、
　１年後は分からない
・腰の痛みがあり、最近はお風呂や
　不燃物のごみ出しに時間がかかる

避難場所・
避難経路等

〇〇マンション

〇〇センター

腰が痛むことがある

メールを見て避難の
準備をする

６

地震や風水害が起こった場合、
どこに避難する予定かご記入ください。

5 日常生活での困りごと等を
ご記入ください。

ご自身の体の状況やできること
についてご記入ください。

4

自宅

要介護４

ご自宅の位置に
マークをお願いします。

地震からの避難は

赤色でご記入ください。

７
避難場所までの
道順をご記入
ください。

７



家庭と連携した防災教育 実践事例

・授業実践例

＜ポイント＞

★児童生徒がいつ、どこで地震に遭っても、命を守

る行動がとれることを目指す実践が必要です。

各学校の災害想定や地域の状況に応じて、児童生

徒に身に付けさせたい資質・能力を教職員で共有

し、発達段階ごとに実施できる持続可能な防災教

育体制を確立させましょう。

（参考）県立山田特別支援学校ホームページ

【単元系統表】参照



事 例

高知県立山田特別支援学校

（単元系統表、指導略案）



目標

◎支援を受けながら、南海トラフ巨大地震が

来ることを理解する。（生／イ 安全 ，国）

◎緊急地震速報の意味を理解する。

（生／イ 安全 ，国）

◎支援を受けながら、南海トラフ巨大地震が

きた時の状況を知る。揺れや津波は何回も繰

り返し襲ってくることを知る。

（生／イ 安全 ，国）

◎緊急地震速報を理解する。

（生／イ 安全 ，国）

◎支援を受けながら、南海トラフ巨大地震が

きた時の状況を理解する。揺れによる建物損

壊、火災、津波等、地震の危険を理解する。

（生／イ 安全 ，国）

◎緊急地震速報を理解する。

（生／イ 安全 ，国）

◎南海トラフ巨大地震の大まかな仕組みを理

解する。火災、津波、土砂災害等の二次災害

が起こることを理解する。

（理／B 地球・自然 ，国）

◎緊急地震速報の仕組みを知り、有効に活用

できる。（社／イ 公共施設 ，国）

◎南海トラフ巨大地震の大まかな仕組みを理

解する。二次災害も含め自分の住む地域や学

校、通学路に発生する危険を知る。

（理／B 地球・自然 ，国）

◎緊急地震速報の仕組みを知り、有効に活用

できる。（社／イ 公共施設 ，国）

◆南海トラフ巨大地震がきたら、どのようになる

のかを知ろう（１）

◆南海トラフ巨大地震がきたら、どのようになる

のかを知ろう（１）

◆南海トラフ巨大地震がきたら、どのようになる

のかを知ろう（１）

◆南海トラフ巨大地震がきたら、どのようになる

のかを知ろう（１）

◆南海トラフ巨大地震がきたら、どのようになる

のかを知ろう（3）略案

◆地震による災害を知ろう（２） ◆地震による災害を学ぼう（２） ◆地震による災害を学ぼう（２） ◆地震による災害を学ぼう（２） ◆地震による災害を学ぼう（3）略案

◆緊急地震速報ってなんだろう（１） ◆緊急地震速報の意味を学ぼう（１） ◆緊急地震速報の意味を学ぼう（１） ◆緊急地震速報の意味を学ぼう（１）略案 ◆緊急地震速報の意味を学ぼう（１）

目標

◎支援を受けながら、非常持ち出し品につい

て知る。（生／コ 社会の仕組み ，国）

◎支援を受けながら、学校の備蓄倉庫の場所

や備蓄品の内容を知る。

（生／コ 社会の仕組み ，国）

◎支援を受けながら、非常持ち出し品につい

て知る。（生／コ 社会の仕組み ，国）

◎支援を受けながら、学校の備蓄倉庫の場所

や備蓄品の内容を知る。備蓄品がなぜ必要な

のかがわかる。（生／コ 社会の仕組み ，国）

◎支援を受けながら、非常持ち出し品につい

て学ぶ。（生／コ 社会の仕組み ，国）

◎支援を受けながら、学校の備蓄倉庫の場所

や備蓄品の内容を知る。

（生／コ 社会の仕組み ，国）

◎備蓄品がなぜ必要なのかがわかる。

（生／コ 社会の仕組み ，国）

◎非常持ち出し品、備蓄品の理解をする。

（社／ウ 地域の安全 ，職家／Ｂ 衣食住 ，国 ）

◎非常持ち出し袋の準備や夜間の地震対策を

家族と一緒に考え準備する。

（社／ウ 地域の安全 ，職家／Ｂ 衣食住 ，国）

◎非常持ち出し品や備蓄品の必要性や活用方

法の理解を進める。

（社／ウ 自然環境 ，家／Ｂ 衣食住 ，国 ）

◆非常持ち出し品にはどんなものがあるだろう

(1)

◆非常持ち出し品について学ぼう(1) ◆非常持ち出し品について学ぼう(1)略案 ◆非常持ち出し品について学ぼう(1) ◆非常持ち出し品について学ぼう(1)

◆備蓄品にはどんなものがあるだろう(2) ◆学校や家庭の備蓄品について学ぼう(2) ◆学校や家庭の備蓄品について学ぼう(2)略案 ◆学校や家庭の備蓄について学ぼう(2) ◆学校や家庭の備蓄について学ぼう(2)

目標

◎支援を受けながら身の回りのことで自分で

できることを増やす。

（生／ア 基本的生活習慣 ，道徳 ，国）

◎学校生活において安定して過ごすことがで

きる時間を増やす。（特活 ，国）

◎身の回りのことで自分でできることを増や

す。（道徳 ，国）

◎学校生活の様々な集団の中で安定して過ご

すことができる。（特活 ，国）

◎身の回りのことで自分でできることを増や

す。（道徳 ，国）

◎学校生活や集団生活の中で簡単な手伝いが

できる。（特活 ，国）

◎集団生活のルールやマナーを理解して行動

できる。

（社／ア 社会参加 ，保体／Ｈ 保健 ，総合 ，

国）

◎自分にできる手伝いは積極的に行う。

（社／ア 社会参加 ，職家／Ｂ  エ 快適な住まい

◎集団生活のルールやマナーを理解して行動

できる。

（社／ア 社会参加 ，保体／Ｉ 保健 ，総合 ，

国）

◎自分にできる手伝いは積極的に行う。協力

して生活を送る。

単元名

（時間数）

◆集団生活を覚えよう(1) ◆集団生活に慣れよう(1) ◆集団生活ができるようになろう(1) ◆集団生活ができるようになろう(1) ◆集団生活ができるようになろう(1)略案

目標

◎揺れを感じたり緊急地震速報を聞いた時、

支援を受けながら、頭を守る姿勢がとれる。

（生／イ 安全 ，特活 ，国）

◎揺れを感じたり緊急地震速報を聞いた時、

支援を受けながら、揺れがおさまるまで静か

に頭を守る体勢で待つことができる。

（生／イ 安全 ，特活 ，国）

◎揺れを感じたり緊急地震速報を聞いた時、

支援なしで、揺れがおさまるまで落ち着いて

身を守る体勢で待つことができる。

（生／イ 安全 ，特活 ，国）

◎揺れを感じたり緊急地震速報を見聞きした

時、どこにいても「落ちてこない」「倒れて

こない」「移動してこない」場所を探して、

身を寄せ頭を守る姿勢がとれる。

（社／ウ 地域の安全 ，特活 ，国）

◎揺れを感じたり緊急地震速報を見聞きした

時、どこにいてもすぐに安全な場所を探して

揺れから身を守る行動ができる。

（社／ウ 自然環境 ，特活 ，国）

単元名

（時間数）
揺れから身を守る体勢を覚えよう(1)略案 揺れから身を守る体勢を覚えよう(1) 揺れから身を守る体勢を身につけよう(1) 揺れから身を守る体勢を身につけよう(1) 揺れから身を守る体勢を身につけよう(1)

目標

◎揺れを感じたり緊急地震速報を見聞きした

時、支援を受けながら高い所に急いで避難で

きる。（生／イ 安全 ，特活 ，国）

◎揺れを感じたり緊急地震速報を見聞きした

時、支援を受けながら落ち着いて高い所に急

いで避難できる。（生／イ 安全 ，特活 ，国）

◎揺れを感じたり緊急地震速報を見聞きした

時、できるだけ一人でより高い所に急いで避

難できる。（生／イ 安全 ，道徳 ，特活 ，国）

◎揺れを感じたり緊急地震速報を見聞きした

時、一人でより高い所に急いで避難すること

を覚える。支援を受けながら高台や避難経路

を確認しておくことができる。津波に関する

標識を覚える。

（社／ウ 地域の安全 ，特活 ，国）

◎揺れを感じたり緊急地震速報を見聞きした

時、一人でより高い所に急いで避難すること

を覚える。支援を受けながら海抜表示や標識

を覚え、自分の生活圏での高台や避難経路を

確認しておくことができる。

（社／ウ 自然環境 ，特活 ，国）

単元名
（時間数）

◆津波避難行動を学ぼう(1) ◆津波避難行動を理解しよう(1) ◆津波避難行動を身に付けよう(1) ◆津波避難行動を身に付けよう(1) ◆津波避難行動を身に付けよう(2)略案

山田特別支援学校「生活単元学習における防災学習」単元系統表

めざす児童生徒像
〇自然災害などの危機に際して主体性を持って自らの命を守り抜くための態度や能力を身につけた児童生徒

小学部１．２年 小学部３．４年 小学部５．６年 中学部１．２．３年 高等部１．２．３年

1

地域におこ

る災害を知

る

単元名
（時間数）

2

必ず助かる

ための知恵

と備え

単元名
（時間数）

3

みんなで助

かるための

備え

4
揺れから自

分を守る

5
津波からの

迅速な避難

備

え

る

命

学部 学年
指導１０項目



目標

◎発災時には、支援を受けながら倒壊物から

離れた安全な場所に身を寄せ、持ち物等で頭

を守る行動をとることを覚える。

（生／イ 安全 ，国）

◎発災時には、一人でも適切に判断し、倒壊

物から離れた安全な場所に身を寄せ、持ち物

等で頭を守る行動をとることを覚える。

（生／イ 安全 ，道徳 ，国）

◎発災時には、一人でも適切に判断し、倒壊

物から離れた安全な場所に正しい姿勢で身を

寄せ、落ち着いて持ち物等で頭を守ることを

覚える。（生／イ 安全 ，特活 ，国）

◎支援者とともに通学路の避難経路や避難場

所を確認する。通学路の橋や崖等の危険個所

を確認し発災時は避け、安全な道を探して避

難することを理解する。

（社／ウ 地域の安全 ・オ 地理や歴史 ，国）

◎支援者とともに通学路における避難経路や

避難場所を複数確認し避難計画を立てる。発

災時には安全に避難することを覚える。

（社／ウ 自然環境 ，国）

単元名
（時間数）

◆一人の時でも助かるための方法を学ぼう(1) ◆一人の時でも助かるための方法を学ぼう(1) ◆一人の時でも助かるための方法を学ぼう(1) ◆一人の時でも助かるための方法を学ぼう(2)略

案

◆一人の時でも助かるための方法を学ぼう(1)

目標

◎動けるくらいの揺れになったら、支援を受

けながらすぐに安全な場所に避難する。

（生／イ 安全 ，特活 ，国）

◎「おさない・はしらない・しゃべらない・

もどらない」を念頭にみんなで急いで避難す

ることを覚える。（生／イ 安全 ，特活 ，国）

◎動けるくらいの揺れになったら、みんなで

急いで安全な場所に避難することを学ぶ。

（生／イ 安全 ，特活 ，国）

◎火災発生時は火元を避け、支援を受けなが

ら訓練で身に付けた行動で迅速に避難するこ

とを理解する。（生／イ 安全 ，特活 ，国）

◎動けるくらいの揺れになったら、すぐに安

全な場所に避難することを覚える。

（生／イ 安全 ，特活 ，国）

◎火災発生時は火元を避け、訓練で身に付け

た行動で迅速に避難することを理解する。

（生／イ 安全 ，特活 ，国）

◎動けるくらいの揺れになったら、迅速に安

全な場所に避難することを覚える。

（特活 ，国）

◎事前に確認していた二次災害の恐れのある

危険個所には近づかないように避難すること

を覚える。（社／ウ 地域の安全 ，特活 ，国）

◎動けるくらいの揺れになったら、すぐに安

全な場所に適切に避難することを覚える。

（特活 ，国）

◎揺れの後は、断続的な余震、火災、土砂災

害、地面の液状化等の二次災害があることを

知り、安全な避難計画を立てておくことを理

解する。（社／ウ 自然環境 ，特活 ，国）

◆地震火災から逃げる方法を学ぼう(1)略案 ◆地震火災から逃げる方法を学ぼう(1) ◆地震火災から逃げる方法を学ぼう(1) ◆地震火災から逃げる方法を学ぼう(1) ◆地震火災から逃げる方法を学ぼう(1)

◆土砂災害から身を守る方法を学ぼう(1) ◆土砂災害から身を守る方法を学ぼう(1) ◆土砂災害から身を守る方法を学ぼう(1) ◆土砂災害から身を守る方法を学ぼう(1) ◆土砂災害から身を守る方法を学ぼう(1)略案

目標

◎津波や地震火災の危険がない場合、火災や

瓦礫の下敷きになっている人を発見したら大

声を出したり人を呼びに行くことを理解す

る。（生／カ 役割 ，国）

◎津波や地震火災の危険がない場合、火災や

瓦礫の下敷きになっている人を発見したら大

声を出したり、人を呼ぶ等の行動をとること

を覚える。（生／カ 役割 ，国）

◎津波や地震火災の危険がない場合、火災や

瓦礫の下敷きになっている人を発見したら大

声で周囲の人に知らせたり大人を呼びに行っ

たり瓦礫撤去を手伝ったり、できる限りの行

動をとることを理解する。

（生／カ 役割 ，道徳 ，国）

◎津波や地震火災の危険がない場合、火災や

瓦礫の下敷きになっている人を発見したら、

周囲の人に知らせ、初期消火や搬送等の自分

に可能な限りの手伝いをすることを理解す

る。（保体／Ｈ 保健 ，道徳 ，国）

◎津波や地震火災の危険がない場合、火災や

瓦礫の下敷きになっている人を発見したら周

囲の人に知らせ、消火や救助の手伝い等自分

にできる限りの行動をとることを理解する。

（保体／Ｉ 保健 ，道徳 ，国）

単元名
（時間数）

◆けが人や病人を助ける方法を学ぼう(1) ◆けが人や病人を助ける方法を学ぼう(1)

略案

◆けが人や病人を助ける方法を学ぼう(1) ◆けが人や病人を助ける方法を学ぼう(1) ◆けが人や病人を助ける方法を学ぼう(1)

目標

◎避難生活においては、支援を受けながら集

団生活のルールやマナーを理解して、落ち着

いて過ごすことを理解する。

（生／ケ きまり ，国）

◎地震がきたら電話がつながりにくくなるこ

とがわかる。（生／イ 安全 ，国）

◎避難生活においては、支援を受けながら、

集団生活のルールやマナーを守り、我慢した

り分け合ったりすることが理解できる。

（生／ケ きまり ，国）

◎地震がきた時の家族との連絡方法に「災害

伝言ダイヤル１７１」があることを知る。

（生／コ 社会の仕組み ，国）

◎避難生活においては、支援を受けながら、

集団生活のルールやマナーを守り、我慢した

り、分け合ったり、協力したりすることを理

解する。（生／ケ きまり ，国）

◎地震がきた時の家族との連絡方法に「災害

伝言ダイヤル１７１」があることを理解す

る。（生／コ 社会の仕組み ，国）

◎避難生活においては、集団生活のルールや

マナーを守りながら過ごすことを覚える。

（社／ア社会参加，職家／Ｂエ快適な住まい

 方，道徳 ，国）

◎「災害伝言ダイヤル１７１」等で家族と連

絡をとる方法を理解する。

（社／イ 公共施設 ，国）

◎避難生活においては、集団生活のルールや

マナーを守り、自分にできる限りの協力をし

ながら過ごすことを覚える。

（社／ア 社会参加，家／Ｂ オ 住居，道徳，国）

◎「災害伝言ダイヤル１７１」等の利用の仕

方を覚える。（社／イ 公共施設 ，国）

◆避難所での生活を知ろう(３) ◆避難所での生活を知ろう(３)略案 ◆避難所での生活を知ろう(３) ◆避難所での生活を知ろう(３) ◆避難所での生活を知ろう(３)

◆家族の無事を確認しよう(1) ◆家族の無事を確認しよう(1)略案 ◆家族の無事を確認しよう(1) ◆家族の無事を確認しよう(1) ◆家族の無事を確認しよう(1)

目標

◎身の回りのことで自分でできることを増や

す。（道徳 ，国）

◎支援を受けながら学校で学習したことを家

庭に伝えることができる。

（生／オ 人との関わり ，国）

◎身の回りのことで自分でできることを増や

す。（道徳 ，国）

◎家庭において防災について話す時間を設け

る。（生／オ 人との関わり ，国）

◎支援を受けながら地域の防災訓練に参加す

る。（生／カ 役割 ，国）

◎身の回りのことで自分でできることを増や

す。（道徳 ，国）

◎家庭の防災対策を手伝う。

（生／カ 役割 ，国）

◎支援を受けながら地域の防災訓練に参加す

る。（生／カ 役割 ，国）

◎家庭において、備蓄品の確認や発災時の避

難場所や集合場所、連絡先等の確認をしてお

くことができる。（職家／Ａ イ 役割 ，国）

◎地域の防災活動にはどのようなものがある

のかを知る。（職家／ Ａ エ 地域の人々 ，国）

◎家庭において、備蓄品の確認や発災時の避

難場所や集合場所、連絡先等の確認をしてお

くことができる。（家／Ａ イ 家庭生活 ，国）

◎地域の防災活動を知り、できる範囲で参加

することができる。

（家／Ａ イ 家庭生活 ，道徳 ，国）

単元名
（時間数）

◆身近な人とあいさつしよう(1) ◆地域の人と仲良くしよう(1) ◆地域の人と仲良くしよう(1)略案 ◆地域の人とつながっておこう(1) ◆地域の人とつながっておこう(1)

6

いつ、どこ

にいても自

分を守る

7
二次災害へ

の対応

単元名
（時間数）

8

助ける人に

なるための

行動

暮

ら

し

を

と

り

も

ど

す

9

みんなで生

き延びるた

めの知恵と

技

単元名
（時間数）

10

地域社会の

一員として

の心構え

を

守

る



小学部 第（６）学年 （ ）組 （生活防災学習） 学習指導略案

指導者氏名：

授業日時 令和 ４年 ７月 ８日 金曜日 （１３：２０～１４：０５）

場所（ 小６教室 ）

学習過程

単元・題材名 非常持ち出し袋の中身を確認しよう！ 第 １ ／ ５ 時

評価の観点 目標

本時の目標

知識及び技

能

非常持ち出し袋には、どんな物が入っているのかが分か

る。 学

習

評

価

Ａ

目

標

設

定

Ａ 支

援

の

手

立

て

Ｂ

思考力・判

断力・表現

力等

非常持ち出し袋の中身と確認表の各項目とを対応すること

ができる。

Ｂ Ｂ Ｂ

学びに向かう

力、人間性等

確認表を見ながら、非常持ち出し袋の中身を確認しようと

する。

Ｂ Ｂ Ｂ

前時からの改善点

各教科内容一覧表 生活（イー安全）

過

程

時 間

配分
学習活動

※探究的な学習活動場面：
指導上の留意点・支援

導

入

５

分

１ あいさつをする。

２ 学習内容を知る

・学習の始まりを意識できるよう、全児童の姿勢

が整っているか確認し、日直の児童に号令をか

けるように促す。

・本時のスケジュールを確認する。

※テレビでスケジュールを提示する。

① テレビをみる

② ひじょうもちだしぶくろ を

かくにんしよう

③ ふりかえり

本時の授業後「学習評価」、「目標設定」、「手立て」の順に A～Dで記入する。

学習評価 ：A達成できた Bほぼ達成できた C一部達成できた D達成できなかった

目標設定 ：A目標は適切だった B目標は低すぎた C目標が高すぎた D目標が適切でなかった

支援の手立て ：A有効であった Bほぼ有効であった C一部有効であった D適切ではなかった



準備物

テレビ、PC、非常持ち出し袋、確認表、シール

展

開

３

５

分

３ テレビを見る

➀地震の動画を見る。

➁地震後の生活についての説明を聞く。

４ 非常持ち出し袋の中身を確認する

➀持ち物を全部かばんから出す。

➁確認表を見る。

➁持ち物があるかないかを確認する。

➂持ち物があれば確認表にシールを貼る。

④確認が終わった時には、確認表を T１に「で

きました」と言って手渡す。

・地震の動画を見せることを通して、地震が起き

たらどうなるかイメージできるようにする。

・地震が起こったら、おいしいご飯が食べられな

くなることやお風呂にも入れなくなることな

ど、ライフラインが使えなくなった場合の具体

例を伝えるようにする。

・避難所生活の様子も伝える。

・一つ一つ、児童が自分でリュックの中から荷物

を出すように促す。

・チェックシートの文字を読むように促し、それ

と同じ中身を非常持ち出し袋の中から探すよう

にする。(B，E、C)
・教員が 2 つの物を持ち、「〇〇はどっちか

な？」と聞くことで、児童が選択して答えられ

るようにする。（A、D、F）正しい物を選択で

きた場合には、即時に称賛する。

・持ち物が入っていた場合には、持ち物確認表の

項目にシールを貼るように促す。

ま

と

め

５

分

５ 振り返りをする

６ あいさつをする。

・一人ずつ確認表の結果を確認するようにする。

その際、各児童の補助者の教員が、各児童が頑

張っていた点やできていた点なども伝えるよう

にする。

・学習の終わりを意識できるよう、全児童の姿勢

が整っているかを確認し、日直の児童に号令を

かけるように促す。



中学部 第２学年 総合的な学習の時間 学習指導略案

指導者氏名：

授業日時 令和４年７月６日金曜日 第４～５校時

場所 多目的ホール

学習過程

単元・題材名 災害に備えちょき「地震の仕組みと避難グッズ」 第 １ 2 時

評価の観点 目標

本時の目標

知識・技能 非常持出袋や備蓄品の必要性を知ることができる。

学

習

評

価

目

標

設

定

支

援

の

手

立

て

思考力・判断

力・表現力

家の防災グッズには何があるのか、何が必要なのか考える

ことができる。

学びに向かう

力、人間性

非常持出袋や備蓄品の必要性を感じ、日頃から災害に備え

ようとする。

前時からの改善点

各教科内容一覧表 （社／ア 社会参加 ，保体／Ｈ 保健 ，総合 ，国）

過

程

時間配分

学習活動 指導上の留意点・支援

導

入

５ １あいさつ

２本時の内容の説明

①あいさつ

②災害のはなし

③非常持ち出し袋の必要性

④各家庭アンケートの内容発表

⑤家庭には何が必要か検討

⑥ふりかえり

⑦あいさつ

・日直が号令。

・ホワイトボード等に予定を板書しておく。

・本時は災害時にどうして非常持ち出し袋が必要

か、備蓄品の種類や家庭に準備されているものに

ついて知ることをねらいとする。

展

開

７５ ３災害のはなし

・地震の影響や被害について知る。

・地震の仕組みを作成する。

４非常持ち出し袋の必要性

・避難生活について知る。

・必要物資について考える。

・個人の非常持ち出し袋の中身を見せ、何のため

に必要なものか考える。

・東日本大震災の影響や被害が考えられるように、

重要部分を白塗りした写真を提示し、考える時間

を設ける。

・見本を作成し、仕組みについて理解できるよう

にするほか、津波の仕組みが見えるよう水槽等使

用する

・避難生活の写真を見せ、必要な物は何か写真か

ら考えられるようにするほか、持ち出し袋リスト

を提示する。

本時の授業後「学習評価」、「目標設定」、「手立て」の順に A～Dで記入する。

学習評価 ：A達成できた Bほぼ達成できた C一部達成できた D達成できなかった

目標設定 ：A目標は適切だった B目標は低すぎた C目標が高すぎた D目標が適切でなかった

支援の手立て ：A有効であった Bほぼ有効であった C一部有効であった D適切ではなかった



生徒準備物：筆記用具、ミニホワイトボード、プロジェクター、写真（白塗り、避難生活）、

持ち出し袋、保護者へのアンケート、持ち出し袋リスト

５各家庭アンケート統計を見る。

・自分の家庭には何が必要なのか考える。 ・教師はどうして必要なのかをしっかり伝える。

意味づけを行う。

ま

と

め

２０ ６ふりかえり

・ワークシートの発表をする。

・一番必要と思った物資の発表をする。

７あいさつ

・【なぜ】【どうして】その物資が必要なのか発表で

きるようにする。生徒の意見はいつでもふりかえ

ることができるように、ミニホワイトボードに細

かく記入しておく。

・日直が号令



防災学習 アンケート
ぼうさいがくしゅう

保護者さんへ 総合の学習で使用します。アンケートのご協力、ぜひお願いします。

「家庭備蓄品を確認しよう！」
か て い び ち く ひ ん かくにん

年 組 名前
ねん くみ な ま え

１ 家にある備蓄品に 〇をしてください。
びち く ひ ん

２ 上の 写真以外に ある物を書いてください。
うえ しゃしん い がい か

ありがとうございました。大切に活用させていただきます。

軍手



個人非常持ち出し品（学校保管用）

個々に応じて必要なものを入れて持ってきてください。ご家庭にあるものでかまいません。
着替え等は身体の大きさに応じたもの、あるいは使用・賞味期限のあるものは、期限をご確認のうえ、適切な大
きさのリュックサック等に入れて持ってきてください。

着替え（上着・シャツ・ズボン・パンツ・靴下など）
き が う わ ぎ くつした

ヘルプカード（緊急連絡先・わが子の特徴など）
きんきゅうれんらくさき とくちょう

安心グッズ（絵本・塗り絵・おもちゃ・あめなど）
あんしん え ほ ん ぬ え

筆記用具（ペン・マジック・メモ用紙など）
ひっ き よ う ぐ よ う し

救 急 品（カットバン・包帯など）
きゅうきゅうひん ほうたい

薬（常備薬・消毒薬など）
くすり じょうびやく しょうどくやく

カッパ

ハンカチ タオル

ポケットティッシュ ポケットウエットティッシュ

新聞
しんぶん

マスク

飲み物
の もの

（500mlペットボトル）

携帯用ハンドジェル
けいたいよう

（消毒液など）
しょうどくえき

軍手
ぐん て

ビニール袋
ぶくろ

カイロ ふえ

懐中電灯
かいちゅうでんとう

家族写真
かぞ くしゃしん

紙おむつ
かみ

生理用品
せい りようひん

虫よけスプレー
むし

眼鏡
めが ね



事 例

千葉県立市原特別支援学校

（H28年度防災教育の実践記録より抜粋）

※夏休みの取組



(８)防災教育公開授業

ア 期日 平成 28年 11月 22日(火)

イ 公開授業内容

小学部では、「自分の命は自分で守る児

童の育成を目指して」をテーマに朝の会や

帰りの会で「今日の防災」というコーナー

をつくり、主に地震発生時の初期動作につ

いて学習した。２年生は、朝の会の中でヘ

ルメットをかぶったり、机の下に潜ったり

する練習を繰り返し行った。

中学部では、「自分の命を守ることので

きる力の育成を目指して」をテーマに総合

的な学習の時間の中で大地震を想定した避

難行動について学習した。２年生では、「大

地震の時の避難を学ぼう」をテーマに、自

宅で大地震が起きたときの避難について学

んだ。自宅や避難経路の擬似的な環境を設

定する中で、第一次避難行動や避難所まで

の避難行動の練習に取り組んだ。

また、小学部と中学部では、夏季休業中

に「避難所に行ってみよう」という課題に

取り組み、保護者と一緒に近くの避難所ま

で実際に行き、それを発表したり、校内に

掲示したりした。

高等部では、「自分や周りの人の命を守

る力の育成を目指して」をテーマに、特別

活動の中の生徒会活動で防災教育を行っ

た。

防災委員会では、実際に非常食を食べ、

味や食感等について知る学習を行った。



家庭と連携した防災教育 実践事例

・ワークシート

＜ポイント＞

★学校の防災の授業で学んだこと（話題になったこ

と）を家庭に持ち帰り、家庭で防災について話し

合うことができるようにします。

★クイズ形式や、具体的な写真やイラストで提示す

ることにより、児童生徒が興味関心を持って学習

できるようにします。

★障害の程度によっては、絵カード等を使って、児

童生徒と保護者がコミュニケーションをとりなが

ら話し合えるようにします。



ワークシート；高知県立中村特別支援学校

地震防災２択クイズ
じしんぼうさい たく

Ｑ１ 地震がおきた！まずどうすればいい？

（ ） （ ）

Ｑ２ 建物から外に避難するときにつかうものは？
たてもの そと ひなん

（ ） （ ）

★エレベーターは止まってしまうことがあるので、閉じ込められてしまうかもしれません。
と と こ

もし、エレベーターにのっていて地震がおきたら、すべての階のボタンを押して、とまった
じし ん かい お

階ですぐに、エレベーターからおりましょう。
かい

★地震がおきたときは、物がおちてきたり、たおれたりします。
じし ん もの

まずは自分の頭や体を守りましょう。
じぶ ん あたま からだ まも



ワークシート；高知県立中村特別支援学校

Ｑ３ ゆれがおさまったら、どうする？

（ ） （ ）

Ｑ４ 外にいるときに地震がおきた！ただしいのはどっち？
そと じしん

（ ） （ ）

Ｑ５ 家具がたおれないようにするために、使うものは？
か ぐ つか

（ ） （ ）

★いつでも避難できるように、出口をあけましょう。
ひな ん で ぐ ち

★ブロックべいは、たおれてけがをすることがあるので、はなれましょう。



ワークシート：高知県立中村特別支援学校

防災学習２
ぼうさいがくしゅう

家族防災会議について知ろう！
か ぞ く ぼうさいか い ぎ し

◎いつ、どこで、自分が何をしているときに地震が発生するか、わからない。
じ ぶん なに じ し ん はっせい

＜学校にいるとき地震が起きたら＞ ➡ 避難訓練をして備えている。
がっこう じ し ん お き た ら ひ な ん くんれん そ な

＜自宅にいるとき地震が起きたら＞ ➡
じ た く じ し ん お き た ら

家族で防災について、 話 し合って確認しておくことが大切！ ➡家族防災会議
か ぞ く ぼうさい はな あ か くにん たいせつ

か ぞ く ぼうさい かい ぎ

◎まずは自分で考えてみよう。
じ ぶ ん かんが

①自宅にいるとき地震が発生した場合、なにが不安になるか？
じ た く じ し ん はっせい ば あ い ふ あ ん

②家族がみんなバラバラで自分が一人でいるとき、何が不安？
か ぞ く じ ぶ ん ひ と り なに ふ あ ん

家族で話し合ってる？



ワークシート：高知県立中村特別支援学校

家族で防災について、話し合って確認しておくことが大切！ ➡家族防災会議
か ぞ く ぼうさい はな あ か くにん たいせつ

か ぞ く ぼうさい かいぎ

◎どんなことを話しておけばいいのか？
はな

家族防災会議で話し合っておくとよいこと。（抜粋）
か ぞ く ぼうさい か い ぎ はな あ

★災害時の行動・・・自分の身の守り方や揺れが収まった後などの行動について、家族で確認しておく。
さいがい じ こうどう じ ぶ ん み まも かた ゆ お さ あと こ う ど う か ぞ く かくにん

★我が家のチェック・・・危険な所がないかをチェックするとともに、身を守りやすい安全な場所を探しておく。
わ や き け ん ところ み ま も あんぜん ば し ょ さ が

★ハザードマップのチェック・・・自治体などで用意されているハザードマップを用意し、自分たちの住む地域
じ ち た い よ う い よ う い じ ぶ ん す ち い き

の避難場所や避難経路確認しておく。（ネットでもみれるかも・・・）
ひ な ん ば し ょ ひ な ん け い ろ かくにん

★避難場所・・・指定されている避難場所・避難経路を、昼間と夜間に歩いてみて距離感や時間などを実感
ひな ん ば し ょ し て い ひ な ん ば し ょ ひ な ん け い ろ ひ る ま や か ん あ る き ょ り か ん じ か ん じっかん

しておく。

★備蓄品・・・期限切れがないかチェックしておこう。
び ち く ひ ん き げ ん ぎ

★連絡方法・・・災害用伝言ダイヤル（１７１）やツイッターなどの活用方法をチェックする。
れんらく ほうほう さいがいようでんごん かつようほうほう

➡いろいろなサービスがある。 １７１災害用伝言ダイヤル

（携帯）災害用伝言版サービス

web１７１災害用ブロードバンド伝言板

◎１７１災害用伝言ダイヤル
さいがいようでんごん

被災地外
ひ さ い ち が い

①１７１をダイヤル

②「２」（再生）を選ぶ
さいせい え ら

③被災地の方の電話番号をダイヤル
ひ さ い ち で ん わ ばん ご う

④メッセージの再生
さいせい

被災地
ひ さ い ち

①１７１をダイヤル

②「１」（録音）を選ぶ
ろくおん え ら ぶ

③被災地の方の電話番号をダイヤル
ひ さ い ち で ん わ ばん ご う

④メッセージの録音
ろくおん



ワークシート：高知県立中村特別支援学校

家族防災会議をしよう！
か ぞ く ぼうさい かいぎ

地震が発生する前に、家族でいろいろな話をして確認しておくとことが大切です。

夏休み中におうちの人と確認して、 へ記入しましょう。

家族防災会議で話し合っておくとよいこと。（抜粋）
か ぞ く ぼうさい か い ぎ はな あ

★災害時の行動・・・自分の身の守り方や揺れが収まった後などの行動について、家族で確認しておく。
さいがい じ こうどう じ ぶ ん み まも かた ゆ お さ あと こ う ど う か ぞ く かくにん

★我が家のチェック・・・危険な所がないかをチェックするとともに、身を守りやすい安全な場所を探しておく。
わ や き け ん ところ み ま も あんぜん ば し ょ さ が

★ハザードマップのチェック・・・自治体などで用意されているハザードマップを用意し、自分たちの住む地域
じ ち た い よ う い よ う い じ ぶ ん す ち い き

の避難場所や避難経路確認しておく。（ネットでもみれるかも・・・）
ひ な ん ば し ょ ひ な ん け い ろ かくにん

★避難場所・・・指定されている避難場所・避難経路を、昼間と夜間に歩いてみて距離感や時間などを実感
ひな ん ば し ょ し て い ひ な ん ば し ょ ひ な ん け い ろ ひ る ま や か ん あ る き ょ り か ん じ か ん じっかん

しておく。

★備蓄品・・・期限切れがないかチェックしておこう。
び ち く ひ ん き げ ん ぎ

★連絡方法・・・災害用伝言ダイヤル（１７１）やツイッターなどの活用方法をチェックする。
れんらく ほうほう さいがいようでんごん かつようほうほう

（例）１７１災害用伝言ダイヤル
さいがいようでんごん

被災地外
ひさいちが い

①１７１をダイヤル

②「２」（再生）を選ぶ
さいせい え ら

③被災地の方の電話番号をダイヤル
ひ さ い ち でんわばんごう

④メッセージの再生
さいせい

被災地
ひ さ い ち

①１７１をダイヤル

②「１」（録音）を選ぶ
ろくおん えらぶ

③被災地の方の電話番号をダイヤル
ひ さ い ち でんわばんごう

④メッセージの録音
ろくおん

きけんなところが、 （あった ・ なかった） ※あった場合は、場所や状態を書いてください。
ば あ い ば し ょ じょうたい か

地震発生➡
じ し ん はっせい

揺れが収まったら➡
ゆ れ おさ

避難場所…
ひ な ん ば し ょ



ワークシート：高知県立高知ろう学校

発達段階に応じて、おうちの方と、絵

カード等を使ってコミュニケーション

をとりながら、話し合うことができる

よう工夫しています。



防災学習 アンケート
ぼうさいがくしゅう

保護者さんへ 総合の学習で使用します。アンケートのご協力、ぜひお願いします。

「家庭備蓄品を確認しよう！」
か て い び ち く ひ ん かくにん

年 組 名前
ねん くみ な ま え

１ 家にある備蓄品に 〇をしてください。
びち く ひ ん

２ 上の 写真以外に ある物を書いてください。
うえ しゃしん い がい か

ありがとうございました。大切に活用させていただきます。

軍手

高知県立山田特別支援学校



個人非常持ち出し品（学校保管用）

個々に応じて必要なものを入れて持ってきてください。ご家庭にあるものでかまいません。
着替え等は身体の大きさに応じたもの、あるいは使用・賞味期限のあるものは、期限をご確認のうえ、適切な大
きさのリュックサック等に入れて持ってきてください。

着替え（上着・シャツ・ズボン・パンツ・靴下など）
き が う わ ぎ くつした

ヘルプカード（緊急連絡先・わが子の特徴など）
きんきゅうれんらくさき とくちょう

安心グッズ（絵本・塗り絵・おもちゃ・あめなど）
あんしん え ほ ん ぬ え

筆記用具（ペン・マジック・メモ用紙など）
ひっ き よ う ぐ よ う し

救 急 品（カットバン・包帯など）
きゅうきゅうひん ほうたい

薬（常備薬・消毒薬など）
くすり じょうびやく しょうどくやく

カッパ

ハンカチ タオル

ポケットティッシュ ポケットウエットティッシュ

新聞
しんぶん

マスク

飲み物
の もの

（500mlペットボトル）

携帯用ハンドジェル
けいたいよう

（消毒液など）
しょうどくえき

軍手
ぐん て

ビニール袋
ぶくろ

カイロ ふえ

懐中電灯
かいちゅうでんとう

家族写真
かぞ くしゃしん

紙おむつ
かみ

生理用品
せい りようひん

虫よけスプレー
むし

眼鏡
めが ね

高知県立山田特別支援学校



家族で防災について話し合おう！
ぼうさい

名前（ ）

○家に一人でいる時に地震が起きても避難できるように、家族で避難場所や避難所、避
じ し ん ひ な ん ひ な ん ひ な ん ひ

難経路について話し合いましょう。
なんけ い ろ

※話し合う前に確認しましょう！
かくにん

自分が住んでいる地域で南海トラフ地震が起きた時の・・・
ち い き じ し ん

・予想震度
よ そ う し ん ど

・津波の高さ、到達時間
つ な み とうたつ

①避難場所は？
ひ な ん

②避難経路は？かんたんに地図で表してみよう！
ひ な ん け い ろ

参 考



③避難場所に持って行くものは？どこにあるかも確認しておこう！
ひ な ん かくにん

④避難場所に着いたら、こうしよう！
ひ な ん

○家族で話し合っての感想

＜お家の方から＞



わが家の非常持ち出し品・備蓄品をチェックしよう！
ひじょう び ち く

名前（ ）

○お家の方といっしょに家にある非常持ち出し品や備蓄品をチェックしましょう。
ひじょう び ち く

非常持ち出し品・備蓄品
ひじょう び ち く

チェック

ヘルメット

懐中電灯
かいちゅうでんとう

ラジオ

電 池

運動ぐつ

現 金

水

参 考



缶づめの食料
かん

レトルト食品

ウェットティッシュ

（ティッシュ）

マスク



＜感想＞

＜お家の方から＞



家庭と連携した防災教育 実践事例

・保護者や地域及び関係機関との連携

＜ポイント＞

★地震は時と場所を選びません。児童生徒が在宅中

に地震が発生した場合には、「個別の避難計画」に基

づき、地域や関係機関との協力体制のもと、命を守

る行動をとらなくてはなりません。

そのために、学校での防災教育において、保護者や

地域及び関係機関と連携した取組を行う必要があり

ます。



事 例

大分県立中津支援学校

（H27年度防災教育実践事例集より抜粋）
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６ 保護者や地域・関係機関との連携
防災教育・防災管理を進めていく上で、保護者の理解や協力、そして連携を図ることは必要

不可欠なことである。また、同様に地域や関係機関との連携も図らなければ、学校独自の取組

で終わってしまう。

そこで、保護者と連携を図る上で実施してきた取組、また、本校の実践的な防災教育を推進

する目的で地域・関係機関等と設置した実践委員会での実施内容を紹介する。

（１）保護者との連携

① ＰＴＡ防災講習会

教職員が研修で実施した「ＲＳＫ式防災カルテ問診表」を保護者にも実施し、災害発生か

ら７２時間を想定して、時間経過に伴う行動や対応また手段や必要な機材・物品等を挙げて

いき、我が子そして家族が被災した感覚で問診表に記入していった。我が子の課題とともに、

家庭での課題も挙がり、防災を考える「はじめの一歩」の機会となった。

※詳しくは「６関係資料１」を参照

② ＰＴＡ役員会への参加

防災に関して保護者と連携を図るため、防災担当教職員がＰＴＡ役員会に定期的に参加し

た。最初の参加時に、岩手県への先進地視察の結果を報告し、今後、防災の取組を進める中

で、保護者との連携は必要不可欠であることを伝えた。

２回目以降、保護者との連絡方法を確立するための手段の相談、家庭準備の学校備蓄への

協力要請などを行っていった。また、中津市で登録している「災害時要援護者」の説明や手

続き等も伝えた。

ＰＴＡの役員からＰＴＡ会員へと、つながりをもちながら防災を広めていき、保護者に中

にも防災意識が芽生えていった。

③ メール送信システムの導入

災害時の緊急連絡等に活用するため導入した。システム導入の必要性・利用料・使用する

場合（状況）・登録方法を保護者へ示し手続きを進めた。

④ 家庭準備の学校備蓄

災害時に学校待機となった場合、一般的な備蓄食料では対応が難しい児童生徒に対して、

それぞれの実態に応じた食事や必要物品を備える必要があった。そこで、保護者に協力を依

頼し、食料・食器類・着替え・水を準備してもらい、学校備蓄を整えていった。

また、服薬をしている場合や、医療を必要とする場合等、個別で対応できるように相談し

【ＲＳＫ式防災問診表】



- 47 -

ながら整備していった。

準備物・更新手続き・保管場所・保管ルール等を示し、整備を進めた。持ち帰りの前には、

非常食体験を行い、持参の食料が児童生徒にとって合っているのかを確認し、その結果を保

護者に伝えることで、さらに連携を図っていった。

⑤ 災害時要援護者

中津市社会福祉課と連携を図り、「中津市災害時要援護者避難支援計画」をもとに、登録

手続きを本校保護者向けに示し、提示した。

【災害時要援護者の手続】
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⑥ ホームページ

本校ホームページのトップページに「防災教育モデル事業」のバナーを設け、取組を紹介

することで外部に発信していった。 ＵＲＬ http://shien.oita-ed.jp/nakatsu/

⑦ 防災だより

学校での防災の取組を少しでも多くの保護者に知らせるため、ホームページと同時に防災

だよりを発行した。

※詳しくは「６関係資料６」を参照

⑧ 授業参観

防災講習会、避難所生活体験、避難訓練等の取組の際、保護者に授業参観の呼びかけを行

った。また、公開研究発表会では、参観とともに学校スタッフとして協力を得ることができ

た。



２－（１）　ＲＳＫ式防災問診表 
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家庭と連携した防災教育 実践事例

・「個別の教育支援計画」への記入

＜ポイント＞

★「家庭連絡票」や「避難場所等調査票」等で保護

者に記入していただいた情報（避難場所、支援

者、避難場所での配慮事項等の情報）を、「個別の

教育支援計画」に記載し、情報を引き継ぐように

します。



保護者確認
（サイン又は押印）

卒園・卒業に際し、進学先へ個別の教育支援計画一式を送付することに同意します。

　　　　　年　　　月　　　日 保護者氏名

（記入例）

確　認　書

別紙のとおり個別の教育支援計画の内容を確認し、了解しました。

幼児児童生徒氏名

作成者氏名

学校長氏名

　　年　　月　　日 　　年　　月　　日

年度の最終確認日 　　年　　月　　日 　　年　　月　　日 　　年　　月　　日 　　年　　月　　日 　　年　　月　　日 　　年　　月　　日

年度当初の確認日 　　年　　月　　日 　　年　　月　　日 　　年　　月　　日 　　年　　月　　日

個別の教育支援計画

学年等 　　　　　　　　年 　　　　　　　　年 　　　　　　　　年 　　　　　　　　年 　　　　　　　　年 　　　　　　　　年

必要に応じて欄を

調整してください。

年度始めには、作成したものを保護

者と確認し、その日付を記入する。

年度終わりには、全ての欄に記入し

たものを保護者と確認し、実際に確

認した保護者の署名をもらう。

担任等の氏名

を記入

卒園・卒業時には、下の同意欄

に署名をもらい直接進学先へ送

る、又は、保護者を通じて進学

先に渡してもらうなどし、継続し

た支援ができるようにする。



アレルギー、運動制限、手術歴等

・花粉アレルギーあり（３月ごろ服薬あり）

①

本

人

②

保

護

者

③

家

族

構

成

　　　　　　　　　　高知　さくら　 姉 Ｈ○年○月○日 同居

　　　　　　　　　　高知　一郎 父 Ｓ○年○月○日 同居

　　　　　　　　　　高知　花実 母 Ｓ○年○月○日 同居

続柄 父 電話番号 ０８×－１２３－４５６７

高知　五郎・祖父・高知市○町×丁目２－３・０８×－９８７－６５４３

緊急連絡先(氏名･続柄・住所･電話番号)　

④　身体・健康に関わる特記事項

＊変更・追記した場合は、その箇所に（○年○月○日追記・変更）と記入する。

基礎情報（フェイスシート）

性別 男     ・      女

氏名 高知　勝男

住所 高知市○町○丁目１－２

生年月日 平成 ○ 年 ○ 月 ○

氏名 続柄 生年月日 必要に応じて別居・同居・連絡先

級　　・　　なし
精神障害者手帳 　１級　・　２級　・　３級　・　なし

ふりがな こうち　いちろう

現在利用している
福祉サービス

あり
・
なし

ありの場合は事業所名・サービスを記入

よさこいはうす・放課後等デイサービス

住所 同上
氏名 高知　一郎

ふりがな こうち　かつお

療育手帳 Ａ１　・　Ａ２　・　Ｂ１　・　Ｂ２　・　なし 身体障害者手帳

日

変更・追記を適

宜行い、年に1

度保護者に確認

する。



個別支援計画の作

成状況や記載内容

等を記入する



家庭への啓発（アプローチ）事例

・「家庭連絡票」「避難場所等調査票」

等の記入枠の設定

＜ポイント＞

★「家庭連絡票」や「避難場所等調査票」等に、「個

別の避難計画」の作成／提出状況、避難場所、支

援者、避難場所での配慮事項等の情報を、保護者

に記入していただきます。

これらの情報を「個別の教育支援計画」に記載し、

情報を引き継ぐようにします。



■ 避難場所等調査票（例：高知県立高知若草特別支援学校土佐希望の家分校）

・年度当初に調査をする、家庭連絡票や避難場所等調査票において、在宅時、通学中等に

おいての災害発生時の避難想定場所、支援者等の聞き取りをすることで、個別の教育支援支

援計画へ反映できます。

避難場所等の情報を、個別の教

育支援計画へ反映します



家庭への啓発（アプローチ）事例

・防災参観日の設定

＜ポイント＞

★「防災参観日」を設定することにより、学校・家

庭・地域が一体となって防災について考え、取り

組む機会を得ることができ、日頃の連携も深まり

ます。関係機関や自治体の防災担当課等から協力

を得ることも有効です。



事 例

高知県立山田特別支援学校

防災参観日
（H30年度広域福祉避難所開設・運営訓練）

※H30年度・校名変更前の名称（山田養護学校）と

なっています。
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＜広域福祉避難所＞

南国市、香南市、香美市、大豊町、南海学園、かがみの育成園、ウイッシュかがみの、障害者支援施設白ゆり、

ワークセンター第二白ゆり、高知県立山田養護学校が協定し、大規模災害発生等により一般避難所での生活に支

障を来たした知的・発達障害児者の方を広域的に受け入れる福祉避難所です。

内 容

＜広域福祉避難所の設置から運営まで＞

① オリエンテーション、②シェイクアウト訓練、③情報伝達訓練、④福祉

避難所設営訓練 ⑤福祉避難所運営訓練、⑥振り返り

※参加者の方にはスタッフと共に、福祉避難所内の各スペースの設営や避難者

付添い人役、避難所運営スタッフ等の役割分担をし、実際に訓練に参加していただ

く場合があります。その場合は、事前にご連絡します。

日 時
平成30年11月22日（木）

８：５０ ～ 12：１０ （８：５０～９：１０ 受付）

場 所
高知県立山田養護学校 食堂棟1階 食堂及び２階 多目的ホール

（香美市土佐山田町山田1361）

参 加 者

山田養護学校児童生徒及び教職員、広域福祉避難所協定施設職員、市町村職

員、社会福祉協議会職員、中央東福祉保健所職員、高知県実践的防災教育推

進員会委員、香美市内小・中学校特別支援学級児童生徒、地域住民 等

参加申込方法

裏面の参加申込とりまとめ票に必要事項をご記入の上、FAXまたは郵送にて

本校まで送付してください。

✿ 住所：高知県香美市土佐山田町山田１３６１番地

✿ FAX：0887-52-0031 ✿ＴＥＬ：0887-52-2195

※申し込み〆切：10月22日（月）

訓練に関する

問い合わせ先

担当者：

〒782-0016

高知県香美市土佐山田町山田１３６１番地

TEL：０８８７－５２－２１９５ FAX：０８８７－５２－００３１

山田養護学校で広域福祉避難所の
開設・運営訓練を実施します！

【お知らせ】

本校では、広域福祉避難所開設・運営訓練と同時に体育館にて在校生

の避難所受付訓練及び防災学習（体験学習）を行います。１３：００

～１３：５０までは体育館を開放していますので、ご都合のつく方は、

自由にご参観ください。



《駐車場のご案内》

ž 駐車場には限りがありますので、同じご所属の場合はできる限りお車乗り合わせのう

えお越しください。

ž 会場の駐車場には限りがあるため、中央東福祉保健所の第２駐車場の一部を確保して

いますので、ご利用ください。

中央東

福祉

保健所

舟入小学校

ワークセンター

白ゆり

なかよし

保育園

県立山田養護学校

中央東福祉保健所

第２駐車場

県道234号

本校駐車場

２０台程度駐車可



FAX番号:0887-52-2195
高知県立山田養護学校 学校安全部 行

広域福祉避難所開設・運営訓練の申込み

所 属 名：

連絡先（Tel）：

≪出席者名≫

締め切り：平成 30年 10月 22日（月）までにご返信ください。

部署名 職 名 氏 名

★通信欄★（ 連絡事項等ございましたらご記入ください。 ）

別 紙



平成３０年度 広域福祉避難所開設・運営訓練

平成３０年１１月２２日（木）

高知県立山田養護学校

１．本日の日程

２．その他

①体育館でも本校児童生徒が訓練と防災体験学習を行っています。自由に参観してください。

②外部参加者による写真撮影はご遠慮ください。

③外部参加者は正面玄関からお入りください。近くに備え付けのビニール袋がありますので、靴を入れてご持参く

ださい。

８：５０

９：１０

受付開始…食堂前

開会式…本校食堂棟１Ｆ

・学校長挨拶

・日程説明

・諸注意

９：２０

９：３０

オリエンテーション、参加者への訓練内容説明

・食堂棟１Ｆ…受付班、誘導・調整班

・食堂棟２Ｆ多目的ホール…設営班、統括者

緊急地震速報

９：３５

９：４０

情報伝達訓練開始（校長室）

要配慮者、付添人は食堂前に集合

９：５０ 広域福祉避難所開設訓練（施設受け入れ準備）…食堂棟１Ｆ，２Ｆ多目的ホール

食堂棟１Ｆ 食堂棟２Ｆ多目的ホール

受付・・・受付班 本部 ・・・統括者

聞き取り・・・誘導・調整班 避難所 …設営班

１０：００ 広域福祉避難所運営訓練（要配慮者の受け入れ）…食堂棟１Ｆ，２Ｆ多目的ホール

１１：４０ 訓練終了、要配慮者及び付添人はアンケート記入後終了

設営班、受付班、誘導・調整班、統括者による振り返り…食堂棟２Ｆ多目的ホール

・アンケート用紙記入

・評価者より（各班担当、全体）

・参加者より

１２：１０

１２：２０

閉会式…食堂棟２Ｆ多目的ホール（参加者全員）

・学校長より

・連絡

→香美市福祉事務所、山田養護学校、中央東福祉保健所、防災教育実践委員以

外の参加者は解散

担当者会…校長室

・香美市福祉事務所、山田養護学校、中央東福祉保健所、防災教育実践委員



（平成３０年度） 校内教室等配置図／高知県立山田養護学校
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番号 市町村 所属 職名 氏名 役割

1 防災対策課 班長 評価者

2 かがみの育成園 課長 統括者

3 かがみの育成園 主任 受付班

4 かがみの育成園 主任 聞き取り

5 かがみの育成園 主任 誘導・調整班

6 かがみの育成園 主任 撮影・記録

7 障害者支援施設白ゆり 生活支援課長 統括者

8 障害者支援施設白ゆり 生活支援主任 誘導・調整班

9 障害者支援施設白ゆり 生活支援主任 聞き取り

10 障害者支援施設白ゆり 生活支援副主任 設営班

11 障害者支援施設白ゆり 生活支援副主任 設営班

12 ワークセンター白ゆり 生活支援課長 聞き取り

13 ワークセンター白ゆり 業務主任 受付班

14 ワークセンター第二白ゆり 生活支援主任 誘導・調整班

15 ワークセンター第二白ゆり 業務主任 設営班

16 共同生活援助事業所白ゆり 生活支援主任 撮影・記録

17 高知県立山田養護学校 副校長 統括者

18 高知県立山田養護学校 学校安全部教諭 誘導・調整班

19 高知県立山田養護学校 学校安全部教諭 設営班

20 高知県立山田養護学校 学校安全部教諭 受付班

21 高知県立山田養護学校 教諭 聞き取り

22 高知県立山田養護学校 教諭 誘導・調整班

23 香美市福祉事務所 社会福祉班長 評価者

24 香美市福祉事務所 社会福祉係長

25 香美市福祉事務所 保護班長

26 香美市福祉事務所 保護係長

27 香美市福祉事務所 技幹

28 南海トラフ地震対策推進 安芸地域本部 地域防災企画鑑

29 南海トラフ地震対策推進 安芸地域本部 地域防災総括員

30 南海トラフ地震対策推進 安芸地域本部 主事

31 南海トラフ地震対策推進 安芸地域本部 非常勤職員

32 南海トラフ地震対策推進 安芸地域本部 非常勤職員

33 香南市福祉事務所 係長 評価者

34 香南市福祉事務所 主任

35 南国市福祉事務所 次長兼

36 ウイッシュかがみの 課長

37 南海学園 支援員 統括者

38 南海学園 支援員 聞き取り

39 南海学園 支援員 誘導・調整班

40 南海学園 支援員 設営班

41 南海学園 支援主任 撮影・記録

42 大豊町 大豊町役場住民課 主幹

43 高知県中央東福祉保健所 室長 評価者

44 高知県中央東福祉保健所 チーフ

45 高知県中央東福祉保健所 臨時

46 高知県教育委員会事務局 学校安全対策課 指導主事

47 高知県教育委員会事務局 特別支援課 指導主事

安芸市

香南市

高知県

香美市

南国市



役割

１ 市本部

２ 統括者・山田本部 高知県立山田養護学校

南海学園

障害者支援施設白ゆり

かがみの育成園

３ 情報伝達係

４ 受付班 高知県立山田養護学校

かがみの育成園

ワークセンター白ゆり

５ （１）誘導・調整班 高知県立山田養護学校

かがみの育成園

障害者支援施設白ゆり

ワークセンター第二白ゆり

高知県立山田養護学校

５ （２）聞き取り班 高知県立山田養護学校

障害者支援施設白ゆり

ワークセンター白ゆり

かがみの育成園

南海学園



































家庭への啓発（アプローチ）事例

・防災教育だよりの発行

＜ポイント＞

★「防災教育だより」で、学校での防災教育におけ

る学習内容を家庭に知らせることにより、保護者

の防災意識を高め、家庭の防災対策（備え）への

啓発につながります。また、児童生徒の防災学習

の頑張りを伝えることになります。



※学校付近は想定では安全圏ですが、あくまで想定です。

防
災
ニ
ュ
ー
ス
2022.7.19

山田特別

支援学校

学校安全部

ハザードマップはあくまで目安であり、そのほかの対策と組み合わせることが重要になってきます。

高知県の学校防災マニュアルについては高知県庁のホームページよりご覧いただけます。

この機会に、ご自宅付近のハザードマップも調べて見てください。

本
校
で
は
、
令
和
四
年
か
ら
【
学
校
】
と
【
家
庭
】、【
地
域
】
を
つ
な
ぐ
連
絡
シ

ス
テ
ム
『
す
ぐ
ー
る
』
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

学
校
へ
の
欠
席
連
絡
だ
け
で
な
く
、
学
校
で
の
取
り
組
み
や
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
学

校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
情
報
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
地

震
、
火
災
が
起
き
た
際
の
安
否
確
認
、
台
風
等
に
お
け
る
緊
急
時
の
連
絡
や
、
不
審

者
情
報
な
ど
、
防
災
に
関
す
る
情
報
が
「
す
ぐ
ー
る
」
で
確
認
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
て
、
日
々
の
子
ど
も
た
ち
学
習
の
取
り
組
み
の
様
子

を
、
随
時
更
新
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
覧
に
な
り
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

本
校
は
平
成
二
十
五
年
に
香
美
市
と
協
定
を
結
び
、
災
害
時
に
は
広
域
福
祉
避

難
所
と
し
て
開
設
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

広
域
福
祉
避
難
所
と
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者
が
避
難
生
活
を
す
る
た
め
の
、

特
別
な
配
慮
が
な
さ
れ
た
避
難
所
で
す
。

一
般
の
避
難
所
の
多
く
は
公
民
館
や
学
校
施
設
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
災
害
の

危
険
が
な
く
な
る
ま
で
必
要
期
間
滞
在
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
施
設
で
す
。
本
校

以
外
に
も
福
祉
避
難
所
は
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
自
宅
近
辺
の
福
祉
避
難
所

を
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

山田特別支援学校近辺のハザードマップについて

高
知
県
立
山
田
特
別
支
援
学
校



事 例

千葉県立東金特別支援学校

（ホームページより抜粋）

-86-



家庭でできる災害

への備えについて

紹介しています。

児童生徒（あたりまえ防災隊）

からの呼びかけは、保護者へ

の強いアピールとなります。



季節に応じた

防災グッズの

紹介をしてい

ます。

児童生徒（あたりまえ防災隊）

からの呼びかけは、保護者へ

の強いアピールとなります。



訓練の様子を

紹介しています。

児童生徒（あたりまえ防災隊）

からの呼びかけは、保護者へ

の強いアピールとなります。



学習内容を

紹介しています。

家庭でも知って

おいてもらいた

いことを紹介し

ています。

児童生徒（あたりまえ防災隊）

からの呼びかけは、保護者へ

の強いアピールとなります。



家庭でも知って

おいてもらいた

いことを紹介し

ています。

児童生徒（あたりまえ防災隊）

からの呼びかけは、保護者へ

の強いアピールとなります。

学習の様子を

紹介しています。



家庭への啓発（アプローチ）事例

・家庭での防災対策（備え）

＜ポイント＞

★例えば、保護者にアンケートを実施することによ

り、家庭の防災の取組状況に応じた学習を計画す

ることができます。また、アンケートの保護者の

回答内容の変容を見取ることにより、防災教育の

効果を検証することもできます。



地震・津波対策に関するアンケート（保護者用）

下記の設問ついて、該当する箇所に○をつけてください。その他の事項については、具体的にご記

入ください。

所属学部 小学部 ・ 中学部 ・ 高等部

記入者 父 ・ 母 ・ 祖父 ・ 祖母 ・ その他（ ）

項 目

問１

※複数回

答可

家族や身近な人

と、災害が起きた時

に安否確認方法につ

いて話し合いました

か。

（１） ① はい ② いいえ

（２）

①と答えた

方は、その方

法をお答え

ください。

① 171災害用伝言ダイヤルで無事を知らせる。

② ケータイ災害用伝言板サービスで無事を知らせる。

③ 遠くの親戚や知人を中継役と決め、そこに連絡する。

④ 勤め先の安否確認システムを利用する。

⑤ その他（ ）

問２

※複数回

答可

自宅以外の場所へ

避難しなければなら

ない事態に備えた対

策ができましたか。

① 避難場所の位置を確認した。

② 家族が落ち合う場所を決めた。

③ 家族との連絡方法を決めた。

④ 実際に避難場所まで行き、避難経路も確認した。

⑤ その他（ ）

⑥ 特に何もしていない。

問３

※複数回

答可

地震に備えて自宅

では、どのような準

備をしましたか。

① 避難持ち出し袋を用意した。

② 枕元に靴やヘルメットを常備した。

③ 食糧・飲料水を準備した。

④ 家具等を固定し、転倒を防止した。

⑤ 耐震補強工事をした。

⑥ 窓ガラスには、飛散防止フィルムを貼った。

⑦ 非常用トイレを準備した。

⑧ その他（ ）

⑨ 特に何もしていない。

問４

※複数回

答可

外出中の被災に備

えて携帯しているも

のがありますか。

① 身元や血液型、連絡先等を記したカード（ヘルプカード）

② マスクやハンカチ

③ かかりつけの病院の診察券、お薬手帳

④ ポケットラジオ

⑤ メモ帳、筆記具

⑥ ペットボトルの水やチョコレートなど

⑦ 笛

⑧ その他（ ）

⑨ 特に用意していない。

※ 裏面のアンケートにもお答ください。

高知県立山田特別支援学校



ご協力いただき、ありがとうございました。

問５

※複数回

答可

地域の防災訓練や

イベントに参加しま

したか。

① 町内会や自治会が主催する防災訓練

② 防災の日・防災週間のイベント

③ 国・都道府県・市町村の主催する防災訓練

④ その他（ ）

⑤ 特に参加していない。

問６

※複数回

答可

あなたは、今 地震

が起きたらどのよう

な行動をとります

か。

① 身を守る。

② 地震や津波情報を聞く。

③ 高い場所に避難する。

④ その他（ ）

⑤ あわてず、自宅に留まる。

問７ 本校が広域福祉避

難所（大豊町、香美

市、南国市、香南市）

に指定されているこ

とを知っています

か。

① 知っている。

② 知らなかった。

問８ あなたのご家族

は、休日に被災した

場合、本校への避難

を希望しますか。

① 希望する。

② 希望しない。

理由（ ）

その時にならないとわからない。

問９

※複数回

答可

スクールバスの乗

車中に被災した場

合、あなたはどうや

って子どもの安全を

確認しますか。

① 学校に問い合わせて安否の確認を行う。

② 津波警報が治まるまで待ち、地震発生時刻とスクールバスの運行時

刻を把握し、最寄りの避難場所に探しに行く。

③ 常にヘルプカード（緊急時連絡カード）を持たせ、連絡を待つ。

④ その他（ ）

問１０

※複数回

答可

あなたは、教職員と

合同で実施する防災

研修には、どのよう

なものがあるとよい

と思いますか。

① 救急法

② マニュアルの周知

③ 非常食の試食会

④ 炊き出し

⑤ 引き渡し訓練

⑥ スクールバスの避難訓練

⑦ その他（ ）



家庭への啓発（アプローチ）事例

・「ヘルプカード」携帯の提案

＜ポイント＞

★災害後の混乱の中で、障害のある児童生徒が適切

な支援や安否確認を円滑に受けるために、あらか

じめ必要な支援の内容を書いておくものが「ヘル

プカード」です。この「ヘルプカード」の活用を

保護者に紹介したり、ＰＴＡで情報提供したりす

ることも、災害時には有効に働きます。



［資料］ ※「高知県学校防災マニュアル作成の手引き」より抜粋

ヘルプカードについて

地震はいつ発生するかわかりません。地震後の混乱の中で障害のある児童生徒等が適切な支援を得る

ためには、本人に関する正確な情報が重要なポイントになります。いざという時の適切な支援や、安否

の確認が円滑にできるようにするために、あらかじめ受けたい支援の内容などについて書いておくもの

がヘルプカードです。

ヘルプカードは個人に関する情報がたくさん記載されます。そのため、児童生徒等に携帯させる際は、

個人情報の保護に十分配慮することが必要です。具体的には、カードを二つ折りや三つ折り等の状態に

し、カードの内側に必要な事項を記載するなどの工夫が必要です。その際、カードを提示された一般市

民の方々が、カードの内側に必要な事項が記載されていることが見て分かるようにすることも必要です。

また、個人情報の保護の観点から、記載事項は命を守るために必要な最小限の情報に絞り込むことも

必要です。

ヘルプカードに記載する内容は、保護者や本人と十分に話し合って決めることが必要です。障害や疾

患が本人に告知されていないなど、扱いに配慮を必要とする場合もあります。

また、必要な情報を、支援する人に確実に伝えることは必要ですが、文章の表現は児童生徒等の年齢

なども考慮し、本人の自尊心を大切にした表現になるよう、関係者で話し合って決めることも必要です。

ヘルプカードとは

作成・使用の際の注意事項

携帯の方法は個人の特性に応じて

記載内容の検討

ヘルプカード

地震などの災害時、児童生徒等からこの

カードを提示された方は、カードの内側

に記載してあることを読んで、適切な支

援をお願いします。

裏面

おもて面 カードを入れるケースからはこの面が見えるように

します。

ヘルプカードをどのように携帯するかは、

児童生徒等の特性に応じて工夫します。首に

かける、ポケットに入れる、カバンに入れる、

など児童生徒等が一番携帯しやすく、しかも、

もしもの時に確実にヘルプカードを提示でき

る方法を検討することが必要です。

内側に重要な情報や支援の内容を記載し

ます。




